
当
日
は
、
会
場
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
と
た
く
さ
ん

話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

水
辺
環
境
の
こ
と
、
瀬
田
川

や
大
石
川
の
生
き
物
の
こ
と

を
大
人
で
も
ほ
と
ん
ど
知
ら

な
い
方
が
多
く
、
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
「新
た
な
発

見
を
し
た
」
「大
石
の
自
然
を

見
る
目
が
変
わ
っ
た
」
と
い
っ

た
ご
意
見
が
特
に
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

活動拠点 (問い合わせ先)
水のめぐみ館ウォーターステーション琵琶内 河川レンジャー活動支援室
〒520-2279滋賀県大津市黒津4-2-2
TEL:077-536-3520 FAX：077-536-3530
Ｅ－ＭＡＩＬ：r-manager@water-statio.jp
URL: http://www.water-station.jp/ranger
FB::http://www.facebook.com/BiwakoRanger

平山レンジャー
“川への想いを共有し、課題解決に向けて”
想いを共有するためのマップを作っています。マップに
載せる「歴史，自然，環境などの情報」と「思い入れの
ある場所（散策路の一部）の愛称」を募集・聞き取りし
ています。

レンジャー紹介・レンジャー名・”活動テーマ”・進行している活動・イベント告知（★は、一般参加催し）の順で記載

河川レンジャー

活動支援室

河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
よ
り
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松尾(レンジャーマネージャー)

活動進んで
います！

伊東レンジャー
“住民主体による水辺の環境保全のしくみづくり”
・大石地区の水辺環境保全に向けてサークル活動発足
・９月の会報誌発行に向けて活動開始

佐々木レンジャー
“川辺に交流の場をつくる”
旧洗堰の利活用(思い出づくり)と交流の場づくりをしていきます。
★主催：毎月第2第4金曜日15:00-17:00または日没/旧瀬田川洗
堰(南郷洗堰)/土木遺産を生かしたオープンカフェ/交流の場)の
開催→〈詳細情報１参照〉

根木山レンジャー(2013年４月就任)

“野洲川の川守りをつなぐ”
・現在、守山市内の自治会や市民活動団体による川に関わ

る活動について調べています。9月にある野洲川冒険大会
の実行委員会（反省会）も傍聴させてもらう予定です。

池本レンジャー
“のとがわ こどもみらいの川づくりプロジェクト ”

川が大好きな子どもたちを育てる、川大好きな大人のネットワーク
を構築中、川と人の生活の歴史と文化を学び、聞き取り中です。

佐原レンジャー
“外来種と生態系、流域影響の調査とその有効利用”
特定外来種の生態系への影響及びその有効活用をさぐる活動を継続
し、人・川、そして行政をつなぐ取り組みをすすめます。食料・
農業・そして環境問題はライフワーク。人と川、そして行政をつな

ぐ活動・コーディネートを大切に、レンジャー活動を再開します。

詳細情報URL
情報１：レトロカフェ 情報２：アクアちゃん広場
http://retrocafe.info http://aqua.shiga-saku.net

大
石
か
わ
べ
物
語

風レンジャー
“琵琶湖の水をキレイにし隊”
「びわ湖の流域全体で琵琶湖のことを考える。」どんな
ことを考えていったら良いのか？びわ湖畔のいろいろな

活動現場でそのヒントになる小さな声を集めています。

原田レンジャー
“子育て中の保護者と行政・地域住民との交流の場づくり”

子育て世代の河川への関心を高める「きっかけ」の場
『アクアちゃん広場』を開催します。
★主催：毎月第２金曜日）10:30-11:30、13:30-15:00 / 
アクア琵琶企画展示室/アクアちゃん広場・参加無料で当日受付。

住
民
、
行
政
の
お
互
い

の
思
い
を
知
り
合
い
、

情
報
共
有
す
る
た
め
、

企
画
提
案
に
協
力行政

住民

5
月
26
日
（日
）伊
東
レ
ン

ジ
ャ
ー
が
企
画
提
案
に
協

力
し
、
“
自
然
観
察
・川
の

お
は
な
し
・野
外
で
抹
茶
・

工
作
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
“

ほ
か
を
内
容
と
し
た
大
津

市
大
石
地
区
で
の
催
し

『
大
石
か
わ
べ
物
語
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
、

淀
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務

所
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
瀬
田
川
リ

バ
プ
レ
隊
で
す
。

守
る
べ
き
大
切
な
環
境
が

残
っ
て
い
る
こ
の
地
域
に

関
わ
る
住
民
、
行
政
の
お

互
い
の
思
い
を
つ
な
ぐ
役

割
を
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
が

担
い
ま
し
た
。

伊
東
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
『住

民
主
体
に
よ
る
水
辺
の
環

境
保
全
の
し
く
み
づ
く
り
』

を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

Ｒ大石かわべ物語

●
４
月
か
ら
新
任
・
根
木
山
レ

ン
ジ
ャ
ー
を
迎
え
、
琵
琶
湖
河

川
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
８
名
で
す
。

６
月
の
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
制
度

運
営
委
員
会
に
て
年
間
活
動
計

画
が
承
認
さ
れ
、
本
格
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。

●
昨
年
度
に
て
任
期
を
終
え
ら

れ
た
安
居
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

大
石
地
区
の
瀬
田
川
河
辺
林

の
希
少
な
生
態
系
を
保
全
し

よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
行
政

の
取
組
が
地
元
住
民
に
あ
ま

り
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
の
で
、
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
を
５
月
に
開
催
す
る
こ

と
を
行
政
に
提
案
し
、
企
画

段
階
か
ら
関
わ
ら
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
行
政
の
お
堅
い

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
よ
り

多
く
の
住
民
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
よ
う
、
「み
ん
な
で
創

る
！
大
石
か
わ
べ
物
語
」
と

柔
ら
か
い
イ
ベ
ン
ト
名
に
し
て

も
ら
い
、
チ
ラ
シ
づ
く
り
も

手
伝
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
地
元
公
民
館
で
活
動
す

る
地
域
サ
ー
ク
ル
等
の
ご
協

力
に
よ
り
「野
外
で
抹
茶
」

「よ
さ
こ
い
演
舞
」
「カ
ン
ト
リ

ー
音
楽
」な
ど
の
お
楽
し
み

要
素
も
加
味
さ
れ
、
楽
し
い

地
域
密
着
イ
ベ
ン
ト
が
実
現

し
ま
し
た
。

「大
石
か
わ
べ
物
語
」は
、
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
多
く
の
人
た
ち

を
巻
き
込
ん
で
、
地
域
の
絆

が
深
ま
り
、
川
の
自
然
や
地

域
の
歴
史
が
次
世
代
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

最
後
に
、
新
し
い
取
組
に
も

関
わ
ら
ず
提
案
を
受
け
入

れ
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
っ
た
主
催
者
を
は
じ

め
関
係
各
位
の
献
身
的
な

ご
努
力
に
感
謝
し
ま
す
！

お
知
ら
せ


